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下痢や便秘への対応、できていますか？
「排便コントロール食」の実践特集

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は

食
物
繊
維
や
オ
リ
ゴ
糖
、
後
者
は
ビ
フ
ィ
ズ

ス
菌
末
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
・
乳
酸
菌
飲
料
お

よ
び
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
が
市
販
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
プ
レ
・
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
を
病

院
食
で
使
用
す
る
に
は
、
使
い
や
す
さ
の
ほ

か
に
経
済
性
も
重
視
し
な
け
れ
ば
継
続
的
な

使
用
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
比
較
的
安
価

（
１
回
12
円
程
度
）で
、
効
果
が
期
待
で
き
る

オ
リ
ゴ
糖
に
着
目
し
ま
し
た
。

オ
リ
ゴ
糖
の
効
果
は
、
難
消
化
性
糖
質
で

あ
る
た
め
、
小
腸
で
分
解
さ
れ
ず
に
大
腸
ま

で
到
達
し
、
腸
内
の
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス

（
善
玉
菌
）に
選
択
的
に
作
用
し
て
増
殖
・
定

着
さ
せ
、
腸
内
環
境
を
改
善
し
て
排
便
を
良

好
に
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
老

人
保
健
施
設
や
精
神
科
病
棟
で
の
先
行
研
究

で
、
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
有
効
で
あ
っ
た

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ

運
営
委
員
会
で
オ
リ
ゴ
糖
の
使
用
に
つ
い
て

検
討
し
た
と
こ
ろ
、
オ
リ
ゴ
糖
の
な
か
で
も

少
量
で
効
果
が
期
待
で
き
、
摂
取
し
す
ぎ
て

も
下
痢
を
起
こ
し
に
く
く
、
安
全
性
が
高
い

と
言
わ
れ
て
い
る
乳
果
オ
リ
ゴ
糖（Lactosu-

crose

以
下
：
Ｌ
Ｓ
）を
選
択
し
ま
し
た（
図

１
）。

方 

法

使
用
資
材
：
オ
リ
ゴ
ワ
ン
・
乳
果
オ
リ
ゴ
シ

ロ
ッ
プ
Ⓡ（
Ｈ
＋
Ｂ
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
）

対
象
者
：
便
秘
傾
向
に
あ
る
脳
神
経
外
科
疾

に
も
効
果
が
現
れ
ま
し
た
。硬
便（
Ｔｙ
ｐ
ｅ

１
、２
）が
み
ら
れ
な
く
な
り
、普
通
便（
Ｔｙ

ｐ
ｅ
４
、５
）が
７
％
か
ら
54
％
に
増
加
。ま

た
、下
剤
の
影
響
に
よ
る
水
様
便（
Ｔｙ
ｐ
ｅ

７
）が
２
％
に
減
少
し
ま
し
た
。

Ⅲ
期
：
Ⅰ
期
と
比
較
し
て
、
排
便
延
べ
回
数

が
59
回
か
ら
１
０
６
回
と
1
・
8
倍
に
増
加

し
、
下
剤
の
使
用
回
数
は
74
回
か
ら
９
回
と

約
１
／
８
に
減
少
し
ま
し
た
。便
性
状
は
、普

通
便（
Ｔｙ
ｐ
ｅ
４
、５
）が
７
％
か
ら
65
％
と

な
り
ま
し
た
。し
か
し
、
泥
状
便（
Ｔｙ
ｐ
ｅ

６
）が
33
％
の
患
者
に
み
ら
れ
、Ｌ
Ｓ
シ
ロ
ッ

プ
摂
取
量
の
調
整
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
し

た
。

考
察
：
便
秘
傾
向
が
あ
る
脳
神
経
外
科
疾
患

患
者
の
Ｌ
Ｓ
摂
取
は
、
排
便
回
数
や
便
性
状

の
改
善
お
よ
び
大
腸
刺
激
性
下
剤
の
使
用
回

数
の
減
少
に
有
効
で
し
た
。大
腸
刺
激
性
下

剤
の
み
に
頼
ら
な
い
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

よ
っ
て
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
低
下
を
回
避
で
き

し
ま
し
た
。

な
お
、
便
性
状
の
観
察
や
記
録
に
つ
い
て

は
、
従
来
は
観
察
者
の
感
覚
で
評
価
・
記
録

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
を
機
に
簡
便
に
評

価
で
き
る「
ブ
リ
ス
ト
ル
ス
ケ
ー
ル
」を
全
病

棟
で
導
入
し
、
評
価
・
記
録
の
統
一
を
図
り

ま
し
た（
図
２
）。

結 

果

  （
図
３
、４
、５
）

Ⅰ
期
：
便
秘
と
判
断
さ
れ
た
患
者
に
対
し
て

就
寝
前
に
大
腸
刺
激
性
下
剤
を
投
与
し
、
翌

朝
に
効
果
が
な
け
れ
ば
日
中
も
下
剤
を
使
用

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
し
た
。便

形
状
は
薬
剤
の
影
響
も
あ
り
、
大
量
の
水
様

便（
Ｔｙ
ｐ
ｅ
７
）が
46
％
を
占
め
ま
し
た
。

ま
た
、自
力
排
便
が
困
難
な
硬
便（
Ｔｙ
ｐ
ｅ

１
、２
）が
25
％
で
、
摘
便
な
ど
の
看
護
技
術

が
必
要
な
排
泄
ケ
ア
に
傾
い
て
い
ま
し
た
。

Ⅱ
期
：
Ｌ
Ｓ
シ
ロ
ッ
プ
摂
取
後
、平
均
4
・
9

日
±
3
・
1
日
で
便
性
が
変
化
し
、便
臭
低
減

患
患
者
10
名（
経
管
栄
養
６
名
、経
口
摂
取
４

名
、男
性
８
名
、女
性
２
名
、平
均
年
齢
79
・

4
歳
±
8
・
7
歳
）

摂
取
方
法
：
オ
リ
ゴ
ワ
ン
・
乳
果
オ
リ
ゴ
シ

ロ
ッ
プ
Ⓡ（
以
下
：
Ｌ
Ｓ
シ
ロ
ッ
プ
）１
包
７ｇ

（
Ｌ
Ｓ
と
し
て
3
・
6ｇ
）を
１
日
１
〜
３
回

摂
取
。経
管
栄
養
の
場
合
は
20
〜
30
㎖
の
微

温
湯
に
溶
解
し
て
シ
リ
ン
ジ
で
投
与
し
、
経

口
摂
取
の
場
合
は
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

の
食
品
に
混
ぜ
て
摂
取
、
ま
た
は
ス
プ
ー
ン

か
ら
直
接
経
口
摂
取
と
し
ま
し
た
。

観
察
期
間
：
摂
取
開
始
前
７
日
間
を
Ⅰ
期
、

摂
取
開
始
か
ら
７
日
目
を
Ⅱ
期
、
摂
取
開
始

８
日
目
か
ら
14
日
目
を
Ⅲ
期
と
設
定
。

評
価
項
目
：
排
便
効
果
発
現
ま
で
の
日
数
、

排
便
回
数
、便
性
状
の
変
化
、大
腸
刺
激
性
下

剤
の
使
用
回
数
を
評
価
項
目
と
し
て
、Ｌ
Ｓ

シ
ロ
ッ
プ
摂
取
に
よ
る
排
便
効
果
の
検
証
を

る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、泥

状
便（
Ｔｙ
ｐ
ｅ
６
）の
患
者
も
み
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、Ｌ
Ｓ
摂
取
中
は
便
性
状
や
排
便
回

数
な
ど
を
観
察
し
て
、Ｌ
Ｓ
摂
取
量
の
増
減

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
ブ
リ
ス

ト
ル
ス
ケ
ー
ル
」の
導
入
に
よ
り
、院
内
で
の

排
泄
記
録
の
統
一
を
図
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
身
体
機
能
の
調

整
に
重
要
な
看
護
で
す
。
下
剤
へ
の
過
度
な

依
存
は
、
便
秘
と
下
痢
の
悪
循
環
に
よ
っ
て

患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
低
下
を
引
き
起
こ
し
ま
す

が
、
Ｌ
Ｓ
摂
取
に
よ
り
、
薬
剤
に
頼
る
こ
と

な
く
食
品
で
の
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
消
化
器
疾
患
患
者
、

水
分
制
限
を
強
い
ら
れ
て
い
る
透
析
患
者
や

高
齢
の
方
が
多
い
整
形
外
科
患
者
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
疾
患
に
対
す
る
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
へ
の
応
用
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
研
究
の
背
景

当
院
は
神
奈
川
県
横
浜
市
北
部
に
位
置

し
、
許
可
病
床
数
２
１
８
床
、
平
均
在
院
日

数
12
・
6
日
、
年
間
救
急
搬
送
７
１
７
０
台

の
急
性
期
病
院
で
す
。
当
院
で
は
２
０
０
５

年
６
月
に
全
科
型
Ｎ
Ｓ
Ｔ
を
設
立
し
、
10
年

４
月
に
管
理
栄
養
士
を
専
従
と
し
て
Ｎ
Ｓ
Ｔ

加
算
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
同
年
４
月
に
Ｎ

Ｓ
Ｔ
運
営
委
員
会
の
も
と
、
誤
嚥
性
肺
炎
患

者
に
対
す
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
摂

食
・
嚥
下
チ
ー
ム
も
設
立
し
、
活
発
な
チ
ー

ム
医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

脳
神
経
外
科
疾
患
患
者
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
の

急
性
期
治
療
の
の
ち
に
一
般
病
棟
へ
転
棟
し
、

身
体
機
能
の
回
復
を
目
的
に
リ
ハ
ビ
リ
を
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
患
者
は
疾
患
の
後
遺

症
に
よ
る
運
動
障
害
や
意
識
障
害
に
伴
い
、

活
動
性
の
低
下
か
ら
生
じ
る
弛
緩
性
便
秘
と

な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
便
秘
は

腹
部
膨
満
感
を
引
き
起
こ
し
、
と
き
に
腹
痛

や
食
欲
不
振
、
嘔
吐
な
ど
を
も
た
ら
し
ま
す
。

ま
た
、
腹
部
膨
満
に
よ
り
経
腸
栄
養
剤
の
増

量
が
困
難
と
な
っ
た
り
、
食
欲
不
振
に
よ
る

低
栄
養
を
来
す
こ
と
も
問
題
と
な
り
ま
す
。

当
院
で
は
従
来
、
腹
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
看

護
師
に
よ
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

結
果
を
も
と
に
、
３
日
間
排
便
の
な
い
患
者

を
便
秘
と
判
断
し
て
、
主
治
医
の
指
示
の
も

と
大
腸
刺
激
性
下
剤
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
。
下
剤
使
用
に
よ
る
大
量
の
下
痢
は
、
看

護
師
の
業
務
負
担（
頻
繁
な
寝
具
・
寝
衣
交

換
）だ
け
で
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
の
中
断
や
下
痢

に
よ
る
血
圧
低
下
、
ス
キ
ン
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
低
下
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
り
、
解
決
策
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

乳
果
オ
リ
ゴ
糖
へ
の
期
待

平
均
在
院
日
数
の
短
い
急
性
期
病
院
で
の

排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
と
か
く
薬
剤
に
頼
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
当
院
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
薬
剤
に
頼
ら
な
い

排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
低
下

を
防
げ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
栄
養
科

と
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。排

便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
使
用
さ
れ
る
機
能

性
食
品
に
は
、
プ
レ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
や
プ

オリゴ糖名
甘味度

（砂糖に対し）
（％）

効果が期待
できる最小
必要量
（g／日）

下痢をしない
最大摂取量
（g／体重Kg）

エネルギー
（kcal/g）

乳果オリゴ糖 30～50 2 0．6 2

イソマルトオリゴ糖 50 10 1．2 4

フラクトオリゴ糖 30～60 3 0．3 2

ガラクトオリゴ糖 25～35 2 0．4 2

ラクチュロース 40～50 3 0．26 2

図１  各種オリゴ糖の比較

図２  ブリストルスケール

Type 便形状

1 硬くてコロコロの兎糞状の（排便困難な）便

2 ソーセージ状であるが固い便

3 表面にひび割れのあるソーセージ状の便

4
表面がなめらかで柔らかいソーセージ状、あ
るいは、蛇のようなとぐろを巻く便

5
はっきりとしたしわのある柔らかい半分固形の
（容易に排便できる）便

6
境界がほぐれて、ふにゃふにゃの不定型の
小片便、泥状の便

7 全くの水の状態 水様で、固形物を含まない液体状の便

5

4

3

2

1

0
1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日以降

排便効果発現まで
平均4.9日±3.1日

1 1 1

4

1

0

2
人
数

日数

図３  乳果オリゴ糖効果発現までの日数
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図４  排便延べ回数と下剤使用回数の変化
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